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この文書を読む時間の目安は 8分です 

この文書の内容 

以下の手順では、LinkedInラーニングの SSOの実装プロセスについて説明します。 

 

1. SAML SSO を設定します (CSOD Edge     

マーケットプレイス、および LinkedIn ラーニングの管理者 

設定または IdP)。 

 

 

2. コンテンツカタログ同期のために、LinkedIn ラーニングの API キーを  

プロビジョニングします。 

 

 

3. LinkedIn ラーニングと CSOD で  

xAPI レポートを有効にしてから検証します。  

 



 

4. 以上で操作は完了です。受講者は、 

Cornerstone インスタンスを通じて LinkedIn ラーニング  

のコンテンツやレポートにアクセスできるようになりました。  

 

 

 

Cornerstone 詳細統合の機能性 

認証: SAML SSO IDプロバイダー 

レポート: xAPI 

コンテンツ検索: 自動カタログ同期 (すべての言語) 

必須条件: 

LinkedInラーニングおよび Cornerstoneの詳細統合設定には、次のような要件があります。 

• アクティブな Cornerstone LMSインスタンス 

• アクティブな LinkedInラーニングアカウント 

• LinkedInラーニングの管理者権限 

• Cornerstone LMSインスタンスの管理者権限 

統合の概要 

Cornerstoneの統合のメリットと機能については、 こちらをクリックしてください。 

https://www.linkedin.com/help/linkedin/answer/108703


SSO (シングルサインオン) 

警告: 組織の SSO方法を確実に理解していない場合は、SSOを設定しないでください。   

LinkedInラーニングと Cornerstoneは、初期設定時に、SAMLシングルサインオン (SSO) 

の安全な接続を確立して、コンテンツへのシームレスで安全なアクセスを実現するように設定

することができます。SSO認証により、手動のユーザー登録が不要になるため、ユーザーと

管理者の負担が軽減されます。SSOを使用すると、受講者はコンテンツの視聴に多くの時間

を費やすことができ、ユーザー名とパスワードを記憶する手間を省くことができます。2つの

設定オプションがあります。 

• 組織の ID 管理ソリューションへの接続 (推奨)  – 組織で Azure ADなどの一

元管理された ID管理ソリューションをお持ちである場合は、Cornerstoneお

よび LinkedInラーニングに対してユーザーを認証するように、IDプロバイダ

ーを設定できます。 

• Cornerstone IdP に直接接続  – LinkedInラーニングと Cornerstoneを設定

して、SAMLシングルサインオン (SSO) の直接接続を確立できます。 

注: 組織の ID管理ソリューションに接続する場合は、LinkedInラーニングと Cornerstone

に同じ一意のユーザー識別子を送信するように設定する必要があります。この 2つのシステム

間で UUIDが同一でない場合、受講者アクティビティの追跡 (xAPI) は行われません。

Cornerstoneで使用されているユーザーの識別子を検索するには、LMSで「ユーザーID」の

値を見つけます。 

自動コンテンツカタログ同期 

LinkedInラーニングライブラリには数千ものコースがあります。毎週 25-30のコースが追加

され、追加料金はかかりません。これまで、コンテンツ検索プラットフォームの管理者は、定

期的に新しいコンテンツを手動でアップロードしていました。しかし、Cornerstoneとの詳

細統合では、LinkedInラーニング APIを使用して、毎日コンテンツライブラリを動的に更新



します。このプロセスにより、新しい LinkedInラーニングコンテンツがリリースされると、

24時間以内に利用できるようになります。 

全コンテンツのタイトル、科目および説明が収集され、インデックスが作成されるため、キー

ワード検索に対応しており、効率的にコンテンツを見つけられます。Cornerstoneは、すべ

ての言語のコンテンツライブラリの自動同期をサポートしています。   

設定 

SAML SSO の有効化 (認証手順) 

SSO認証は、LinkedInラーニングの管理者設定で設定できます。多くの組織では、Azure 

AD、Okta、ADFSなどの一元管理された ID管理ソリューションを使用しており、LinkedIn

ラーニングなどのエンタープライズアプリケーションに対してユーザーを認証するように、こ

れらの管理ソリューションを設定できます。 

SAML SSOと ID管理ソリューションを設定するには、組織の ITチームと LinkedInの SSO

実装ガイドを共有してください。 

1. Cornerstoneナビゲーションメニューで  [Admin] > [Tools] > [Edge] > 

[Marketplace] の順に選択します。 

2. Edgeマーケットプレイスで LinkedInを検索し、 [LinkedIn Learning] タイルを

クリックします。 

 

https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-implementation
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-implementation


3.  [Try It Free] をクリックします。このボタンは、 [Install] として表示されるよ

うになります。 

 

4.  [Install] をクリックします。プロンプトが表示されたら、 [Configure Now] を

クリックします。 

 

5. 新しいウィンドウまたはタブで、LinkedInラーニングアカウントにログインしま

す。 [管理者]  画面が表示されていない場合は、 [管理者ページ] > [プロフィー

ル] > [認証] の順に選択します。 



 

6. [シングルサインオンの設定] を選択して、 [新規 SSOを追加] をクリックしま

す。 

 

7. デフォルトでは SSO接続は 1つですが、接続を複数追加できます。デフォルトの

SSO接続を展開するか、 [新規 SSOを追加] をクリックします。 

8. SSO方法を 1つ選択します (この場合は「SAML」)。 



 

SAML SSO の有効化 (IdP 設定) 

SAML SSO有効化プロセスを完了するには、次の手順を実行します。 

1.  [IDプロバイダー設定] タブで、[フィールドから情報を読み込んでコピー] をクリ

ックします。 

 

2. 下の表に記載されている LinkedInラーニングのフィールドの値をコピーします。

Cornerstoneポータルウィンドウ/タブに戻ります。以下のマッピングに基づい



て、[サービスプロバイダー] セクションの対応する Cornerstoneフィールドに

LinkedInラーニングの値を貼り付けます。   

 

LinkedIn ラーニング (コピー) CORNERSTONE (貼り付け) 

エンティティ ID SPエンティティ ID 

Assertion Consumer Service (ACS) URL SP ACS URL 

SP X.509証明書 SP証明書 

3. Cornerstoneの [Settings] ページで、次の表に示すように [Identity Provider] 

セクションのフィールドの値をコピーします。     

 

CORNERSTONE (コピー) 

IdPエンティティ ID 

IdPリダイレクト URL 



CORNERSTONE (コピー) 

IdP証明書 

4. IDプロバイダーページの対応するフィールドに値を貼り付けます。 

 

5. [LinkedIn Learning] タブに戻ります。 

6.  [SAML SSOでユーザーを認証] 画面で [SSOの設定] タブを選択します。 

7. 以下のマッピングに基づいて、Cornerstone IDプロバイダーの値 (このセクショ

ンの手順 2の値) を対応する LinkedInラーニングフィールドに貼り付けます。 

CORNERSTONE (コピー) LinkedIn ラーニング (貼り付け) 

IdPエンティティ ID 発行元の文字列またはエンティティ ID 

IdPリダイレクト URL IdPリダイレクトエンドポイント 

IdP証明書 X.509公開証明書 

8. LinkedInラーニングでは、AuthnRequest署名オプションを [いいえ] (デフォル

ト) のままにします。   

9.  [保存] をクリックして、SSO設定を保存します。 



 

10. 接続のステータスを「有効」に設定します。 

 



IdP への接続 (推奨) 

IDプロバイダー (IdP) を通じて Cornerstoneおよび LinkedInラーニングを認証するには、

https://www.linkedin.com/help/learning/answer/108684にある適切なガイドを参照して

ください。 

IDプロバイダーに接続する場合、LinkedInラーニングに渡す一意のユーザーIDが

Cornerstoneのユーザーの「ユーザーID」の値と一致しないと、レポートが失敗します。 

Cornerstone管理者は、次のアクションを実行して、この値を見つけることができます。 

1. CSODで、 [Admin] > [Users] に移動します。 

2. 任意のユーザーを検索して、[User ID] フィールドを指定します。 

3. 注: この値は、可能であれば、「NameID」値として、SAML応答で渡す必要があ

ります。 

Cornerstone IdP への接続 

1.  [IDプロバイダー設定]  タブで、 [フィールドから情報を読み込んでコピー] をク

リックします。 

https://www.linkedin.com/help/learning/answer/108684


 

2. LinkedInラーニングのフィールドをコピーして、 [Edge Marketplace Service 

Provider] 設定に貼り付けます。次のマッピングに従います。 

 

CORNERSTONE IDP への接続  

LinkedIn ラーニングのテキスト (コピー) Cornerstone の入力 (貼り付け) 

エンティティ ID SPエンティティ ID 

Assertion Consumer Service (ACS) URL SP ACS URL 

SP X.509証明書 (以下の警告を参照) SP証明書 

  

注: SP X.509証明書をコピーして Cornerstoneに貼り付ける前に、認証エラーを回避するた

めに改行を削除する必要があります。     



3.  [保存]  をクリックして、SAML SSO設定を保存します。 

SSO 検証 

SSO設定を検証するには、次の手順を実行します。 

4. ログインした後、 [管理者]  画面が表示されていない場合は、 [管理者ページ] を

選択してから、 [プロフィール] > [認証] の順に選択します。 

5. ブラウザーのアドレスバーに、アカウント IDの値をコピーします。   以下の例で

は、アカウント IDは「123456」です。 

https://www.linkedin.com/enterprise/accountcenter/settings?account=123456 

6. テスト用の SSO URLを作成するには、最後の手順でアカウント IDの値を下の

URLに貼り付けます。 

SSO URL 形式 

https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/[account-ID]?application=learning 

SSO URL の例 

https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/2141641?application=learning 

7. SSO URLをコピーして、プライベートブラウジングウィンドウに貼り付けます。

プロンプトが表示されたら、Cornerstoneの認証情報を入力します。SSO認証が

正常に機能している場合は、LinkedInラーニングにリダイレクトされます。 

注: LinkedInラーニングアカウントでアカウントのバインディングが有効になっている場合

は、SSO認証が成功した後でも、LinkedInにログインするように求められることがありま

す。LinkedInラーニングは、LinkedInラーニングのログイン情報を個人の LinkedInアカウ

ントに関連付け、おすすめのカスタムコンテンツを促進します。以下の画面が表示された場合

は、LinkedInの個人認証情報でログインしてください。LinkedInアカウントをお持ちでない

場合は、アカウントを作成することもできます。 



 

コンテンツカタログ同期のための API キーのプロビジョニング 

注: 先に進む前に、LinkedInラーニングアカウントに対して SSOが設定され、有効になって

いることを確認してください。SSOの設定を完了する前にコンテンツの同期を有効にする

と、コースを開始できなくなります。 

Cornerstoneで LinkedInラーニングカタログのメタデータを同期するためには、LinkedIn

ラーニングの管理者設定で APIキーをプロビジョニングする必要があります。コンテンツカ

タログの同期を有効にするには、次の手順を実行します。 

注: このセクションでは、LinkedInラーニング管理者ダッシュボードと LinkedInラーニング

Cornerstone Edge Connector間で値を交換する操作が必要となります。LinkedInラーニン

グと Cornerstoneの両方にログインして、次のセクションの操作を完了してください。 

1. LinkedInラーニングにログインします。 [管理者] 画面が表示されていない場合

は、 [管理者ページ] を選択してから、 [プロフィール] > [統合] の順に選択しま

す。 



 

2. サイドナビゲーションメニューから、 [API経由でコンテンツとレポートにアクセ

ス] をクリックし、 [LinkedInラーニングの REST APIを生成する] パネルを展開

します。 

 

3.  [アプリケーションの追加] をクリックします。 



4. 学習プラットフォームの名前 (「Cornerstone 」など) をアプリケーション名とし

て入力します。 

5. アプリケーションの説明フィールドに、統合のユースケースの簡単な説明を入力し

ます。例えば、「Cornerstoneコンテンツカタログ同期」と入力します。 

6. [コンテンツ] と [レポート] の 2つのチェックボックスがあります。 [コンテン

ツ]  を選択します。 

7.  [アプリケーションを生成する] をクリックします。 

 

8.  [クライアント ID] と [クライアント秘密キー] の値を保存します。 

9. 管理者として Cornerstoneにログインし、LinkedInラーニング Edge Connector

の設定を開きます。 

10. Edge設定ページの最初の 2つの適切なフィールドに、クライアント IDとクライ

アント秘密キーを貼り付けます。 

 



11. 次のセクションでの操作のために、Cornerstone Edge Connectorの設定と

LinkedInラーニングのウィンドウを開いたままにしておきます。 

xAPI 受講者アクティビティ追跡の有効化 

1. LinkedInラーニングにログインします。 [管理者] 画面が表示されていない場合

は、 [管理者ページ] を選択してから、 [プロフィール] > [統合] の順に選択しま

す。 

2. サイドナビゲーションメニューから、 [レポート統合を設定] を選択します。 

3.  [xAPIを設定]  セクションを展開します。 

 

4.  [統合を追加] をクリックします。 

5.  [統合名] フィールドに「Cornerstoneのレポート」と入力します。 

6.  [ユーザータイプ]  フィールドで、[ID] (デフォルト値) を選択します。 

7. Cornerstoneに移動して、「xAPI」ヘッダーの下にある Cornerstone Edge設定

にあるクライアント秘密キー、クライアント ID、テナントサーバーURL、OAuth

サーバーURLをコピーし、LinkedInラーニングの xAPI設定に貼り付けま

す。       



XAPI 受講者アクティビティ追跡の有効化  

LinkedIn ラーニングのテキスト (コピー) Cornerstone の入力 (貼り付け) 

OAuthサーバーURL OAuthサーバーURL 

xAPI URL テナントサーバーURL  

クライアント ID クライアント ID 

クライアント秘密キー クライアント秘密キー 

8.  [有効にする] をクリックします。 

 



9. LinkedInラーニングで、Cornerstone xAPIキーが有効になりました。 

 

10. Cornerstoneの Edgeマーケットプレイスの  [Identity Provider] で、 [Bypass 

AuthNRequest validation] を [On] に切り替えます。 

注: LinkedInラーニングで [AuthNRequest署名の検証] が [いいえ (デフォルト)] に設定さ

れている場合は、この設定を有効にする必要があります。有効にしない場合、LinkedInラー

ニングまたは CSOD受講者 SSOが失敗します。   

11.  [Bypass Registration] を有効にすると、すべての LinkedInコースの修了が受講

者の CSODトランスクリプトに表示されます。 

12.  [Subjects Synchronization] を有効にして、コース科目をインポートします。 

13.  [Save Settings] をクリックします。 



 

Cornerstoneで xAPI設定を有効にすると、受講者データを検索して確認できます。 

 

xAPI (受講者アクティビティ追跡) の検証 

xAPI設定が正常に行われたことを確認するには、次の手順に従います。 



1. (前のセクションから) SSO URLをコピーして、シークレットウィンドウまたはプ

ライベートブラウジングウィンドウに貼り付けます。プロンプトが表示されたら、

Cornerstoneの認証情報を入力します。 

2. LinkedInラーニングコースを完全に修了します。以下に、修了をテストするため

に使用できる短時間のコースのリストを示します。 

• Outlook: Email Signatures for Beginners  (19分) 

• Word: Mail Merge for Beginners  (24分) 

• Managing your Time   (11分) 

• LinkedIn Quick Tips  (18分) 

• How to Tell Stories That Win Market Share  (24分) 

3. コースの修了後、Cornerstoneで受講者のトランスクリプトにアクセスして、修了

が表示されることを確認します。 

 

以上で操作は完了です。受講者は、Cornerstone LMS インスタンスから LinkedIn ラーニ

ングのコンテンツやレポートにアクセスできるようになりました。 

https://www.linkedin.com/learning/outlook-email-signatures-for-beginners
https://www.linkedin.com/learning/word-mail-merge-for-beginners
https://www.linkedin.com/learning/managing-your-time
https://www.linkedin.com/learning/linkedin-quick-tips
https://www.linkedin.com/learning/how-to-tell-stories-that-win-market-share?u=104


お問い合わせ 

LinkedInラーニングの設定に関するご意見・ご質問については、専任のカスタマーサクセス

マネージャーにお問い合わせください。 
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